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植物硏究雜誌第十一卷第二號 


二掛リ始メタ0墨繪ノ如キ角塔ノ黑影ガ其ノ濃色ヲ進メ始メテモ、一向二納マリサウモナ 
イ蒸シ暑サ ハ、 遂二夕食モソコソ3 デ 人々 ヲ 庭前 二 驅リ立 テ、 シマツタ〇見レバ滿月モ程 
近ィ月明 リニ 熱河ノ夜景ハ次第二透澈トシ テ 深 マ リ行ク0何處カラトモナクー發 ノ銃聲、績 
ケ樣ニニ三發ガ跡ヲ追フ。 スルト 又無氣味ナ靜ケサニ返ツタ。コレカラニ三ケ月モノ夜ナ 
夜ナヲ、宵闇二跳梁 スル 惡鬼 二、 任スカト思 フト、 今更、一刻千金ノ思ヒ耐へ難イモノ ガ 
アル。 仲麿ノ三笠ノ山二比ス 可ク、 筆者 ハ撞 キ出ス寬永寺.ノ鐘 二 迎へ送ラレタ上野ノ山ノ 
ス ぐ口 步キガ思ヒ出サレテ、 未 ダ耳底 二 殘 ル楷ガ カサ コソ ト鳴 ル。 フト氣付 タト、 一陣/ 
突風ガ夜目=モソレト判ル砂ホコリト共二、一片ノ白紙ヲ拾ヒ上ゲテ、蒲鋅ナリノ民家ノ 
屋根モ乃レズレニ闇ノ中へ卜運ビ去ツタ〇 (續ク） 


〇秋葉ぎく（北村）清澄ぎく（牧野） 

昨昭和9年11月房州大東及ビ淸澄山二於テー種ノ Aster ヲ得タトコロ、謀ラズモ、夫 
レ ハ、 余ガ1919年8月31日同國鋸山デ採ツタ無花ノモノト同ーデアル事ヲ知ツタノデ 
之ハ房-州ニハ廣ク分布スルモノダト思ツタ。ソレカラ昨年佘ガ淸澄山二上ツタ翌日、牧野先 

生 モ同山二行 カレ タノデ、、 先生 力之ヲ如何 
二扱ハレタカ同行ノ理學士原寬氏二質シタ 
ラ、 牧野 先生 ハぎよすみ菊 ナル 新和名ヲ與 
ヘラ レタトノ事デアツタ。ソコデ、、 先生 卜 
共謀シテー新種ニショウト思ツテ居夕矢先 
二、植物分類、地理第3卷第3號ガ來夕 
/デ開イテ見タラ北村四郞學士ガ Aster 
Sugimotoi Kitamura (あきは.ぎく） 卜云 
フモノヲ書イテ居タノデ、讀ンデ見ルト、 
房州ノト全ク瓜ニツナノデ、早速北村氏二照 
會シタラ同一物卜判ツタ。卽北村氏ガ遠州 
秋葉山デ採ラレタモノ、及黑澤氏ガ同國小 
笠郡デ採集サレ、靜岡ノ杉本氏ガあきはぎ 
く卜命名シタモノデ'アル。其後北村氏ヨリ 
/ 通信二依 レバ、 京都大學 = ハ故 松田定久 
氏ガ上總、金谷デ、採ラレタ標本ガ在ル由、サ 
スレバ 本種 ハ 相 常廣ク 分布 シテ居ルモノデ、 
アルト申サレル次第デアル。然ラバ、’ Sa - 
YATXER ノ荒シ题ツタ三浦半島ニモ何ジ見 
付カル デ アラウガ、今迄ハ恐ラクのこんぎ 
く力しらやまぎく 卜同 一物= サレ テ 居タモ 
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ノデアラウ 0 然シ、果シテ種ヲ形成スルカドウカハ、北村氏卜共ニニ;ノ足7踏マザルヲ得 
ナイト同時二、 Savatier ノ採品ヲ再檢スルノ要ハアルガ今ノ所、種卜見テ整理スル/ガ常 
識デアロウ0兎二角葉ノ形狀ガ、特二目立ツ樣デアル0 (久內淸孝） 


〇たてやまぎく ノ葉二三形アル 


たてやまぎく (Aster dimorphophyllus Fr . et Sav .) ノ、 Enuru . Plant Japon . I , p . 225 
デ公表サレタ新種デアルガ、其原記載ハ同書 II , p . 395-6 二始メテ現ハレテ居テ、其文ヲ 
一見スルニ、葉 ノ ィ固届 r デ、 folia . • . ; caulina , inferior a et media ambitn cordato acumi ¬ 


nata, basi profunde emarginata., nunc grc-sse et acute dentata, dentibus calloso 


mucronat's, nunc trilobata, lobis lateratlibus profunde biridis トアルカラ色々ノ形 



狀ノ葉ノモノヲ綜合シテ記載シテ居ルモ/ ^ 

卜思 ハレ、 何 レ ソンナ事 カラ dimorpho - T 、*'、' ヂぐ. 

phyllus ナル種名 モ出來タノデアラウ。其 、 

後、牧野先生ハ1911年：植物學雑誌 XX V ， 厂へ,、 

P - 155 デ、之ヲニッノ變種二分ヶラレタ卽 I /メ，一 j 

チ、 Aster dimorphophyllus Fr. et Say. _ ly - ___ 

var. divisus Mak. もみぢばたてやまぎく； var. indivisa Mak. たてやまぎくデ、アル。 

サテ、 上記 ノモノハ 學名デ分 ル 通リ、葉 ノ分レタモノト分レナイモノト ノ區別 デ、アルカラ、 

之ヲ Fr. et Sav. ノ 言葉デ言フナラ lobis later;i]ibus profunde bifidis 卜 grosse et acute 
dentata. / ニツニ當ル/デアラウ。然シ假令ソレガ小サナ事デアルニシテモ lateralibus 
profunde bifidis, 卽チ他ノ語デ表スナラ鳥趾形トモ言フべキモノト、 acute dentata 卜云 
フべキモノト、其中間ノモノトノ三形/アル事ハ事實 デ、 アル。依テ其 三 形ノ寫眞ヲ示スコト 
ニ シタ〇 如何 =モ polymorph ナ葉ノ持主 デアルカラ、遺 傳學者 デモ 目 ニツケナイトハ限 
ラ ナイ〇( 久內淸 孝） 






